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　ごあいさつ

　能代市総合計画は平成20年にスタートし、基本構想に

掲げる将来像「“わ”のまち能代」の実現に向け、取組を

進めてまいりました。このたび前期５年間の状況を踏まえ

ながら、25年度から29年度までを計画期間とする後期基

本計画を策定いたしました。

　策定に当たっては、各種団体等からの推薦による市民の

方々と行政による総合計画市民協働会議を設置し、地域を

取り巻く現状・課題等の整理、今後取り組むべき施策の方

向やそれぞれの担い手の望ましい取組、各政策分野に掲げ

る目標指標についての検討等を行い、市民の健康増進に向けた取組、生活基盤の確立、世代間

で支え合う地域社会の実現等を重要な視点とするご提言をいただきました。

　計画策定に参画された総合計画市民協働会議の委員の方々をはじめ、貴重なご意見・ご提言を

いただきました皆様に、厚く御礼申し上げます。

　人口減少や少子化、高齢化の進展、地域経済の低迷等、本市を取り巻く情勢は依然厳しい状況

にありますが、一つひとつ、目の前にある課題に取り組み、解決していく中で、市民と市が協力

し合ってまちを変えていこうとする機運が広がっていると考えております。

　この後期基本計画では、産業創出や雇用の確保、市民が地域で活躍できる環境の整備等を優先

課題とするとともに、健康づくりに関係する施策について、横断的な課題として取り組みを進め

ていくこととしております。

　市民の力を結集し、この地域の持っている特色を活かすことで、希望ある未来に向かって進ん

でいくことができると考えております。わがまち、わがふるさと「能代」。市民、団体、事業者、

行政等、それぞれの立場で知恵と工夫を出し合い、ともに汗を流して、次代へつなぐ力強い

「能代」を築いていきましょう。

　平成２５年３月

 能代市長　齊　藤　滋　宣

この概要版では、政策ごとの主な内容（めざす姿や状態、目標指標、めざす姿や状態に近づ

くための望ましい取組）についてお知らせします。
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基　本　構　想

Ⅰ　まちづくりの基本姿勢

Ⅱ　基　本　理　念

私たちは、自分の住む能代を「能く代えて」いこうとする、能代市民です。

市民、団体、事業者、行政などのさまざまな主体が、知恵と工夫を出し合い、

今あるものに可能性を見出し、また、今ある課題に果敢に挑戦し、

一人ひとりが出来ることから行動を起こすとともに、

周りに広めていくことで市民力を発揮して、能代を変えていきます。

　私たちは、勇気を持って新しい能代づくりの一歩を踏み出し、対話を大切にし、ともに汗して希望ある将来への

道筋を築いていきます。

能 代 市 民

知 恵 と 工 夫

あるものを活かす

気づきから行動へ

地 域 こ ぞ っ て

　母なる米代川で固く結ばれた能代市と二ツ井町は、地域の生き残りをかける強い意志をもって合併し、平成

18年３月に新しい能代市が誕生しました。

　これまで、先人のたゆまぬ努力によって、個性と伝統ある文化や風習が培われ、さらには地域の活力につな

がる社会基盤も着実に築かれてきました。

　世界自然遺産白神山地と、それに連なる山々、豊かな流れの米代川、四季折々に彩りを添えるきみまち阪、先

人の汗によって育まれ、今に受け継がれる風の松原、夕陽を鮮やかに映し出す日本海は、地域の誇れる宝です。

　高速道路の整備が進み、インターチェンジが相次いで開通しました。エネルギー港湾として発展してきた能

代港は、秋田県北部に展開するエコタウン計画と相まって、リサイクル関連貨物を取り扱う拠点港として期待

が高まっています。

　こうした状況を踏まえ、基本構想の根底となる次の３つの考え方を基本理念とします。

　人口減少や少子高齢化により、

地域にはさまざまな課題が生じ

ています。地域の身近な課題を

乗り越えていくためには、思い

やりと感謝の心を持ちながら、

地域全体で知恵と工夫を出し合

い、一人ひとりが行動を起こす

ことが求められます。

　私たちは、市民の力や地域の

力を発揮し、人が輝くまちを創

っていきます。

　市の財政は厳しい状況が続い

ており、将来に先送りできない

課題です。健全な行財政基盤を

築きながら、暮らしの基礎とな

る生活基盤を確かなものにし、

そして、この地域が誇りとする

自然や伝統、文化とともに、将

来へ引き継いでいくことが求め

られます。

　私たちは、将来にわたり、安

心して暮らせるまちを創ってい

きます。

　地域経済の低迷や若者の減少

が続くなど、地域の将来は決し

て明るい材料ばかりではありま

せん。循環型社会の構築が必要

とされている中で、今あるもの

に可能性を見出しながら、果敢

に挑戦し、閉塞感を打破する気

概が求められます。

　私たちは、特色ある地域資源

を最大限に活かして、環境をキ

ーワードに、たくましく元気な

まちを創っていきます。　

能代市民の“和”
わ わ わ

環境で活力を生み出す“環” 未来へつながる“輪”

よ か

（計画期間：H20～29）
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Ⅴ　政 策 の 大 綱

　それぞれの基本目標に関わりの大きい各分野の方向性を、政策として示します。

　私たちは、各政策に掲げる姿や状態をめざし、取組を進めます。

　　　１　輝きとぬくもりのまち

⑴コミュニティで支え合う特色ある地域づくり 　　⑹地域で活躍する元気な高齢者

⑵学び合い高め合って地域に活かす生涯学習 　　⑺地域で社会で自立する障がい者

⑶地域で育み社会で支える子育て・子ども支援 　　⑻ふるさとの誇りを受け継ぐ文化・芸術

⑷次代を担う子どもの成長を支える学校教育 　　⑼だれもが気軽に楽しめるスポーツ

⑸子どもも大人も心と体の健康づくり  　　⑽認め合い支え合う社会づくり

　　　２　元気とうるおいのまち

⑴環境を核とした活力ある産業創出   　　⑸まちのにぎわいをつくり出す商業

⑵雇用を産み出す企業立地    　　⑹豊かな自然とその恵みを活かす観光

⑶力強くて持続する農業    　　⑺自然と共生し地域で支える環境保全

⑷山・川を生かす林業・木材産業・水産業  　　⑻資源を大切にし社会を持続できる衛生環境

　　　３　安全と安心のまち

⑴安全な暮らしを守る防災・防犯体制  　　⑸安心でき健康を保てる医療体制

⑵機能的で利用しやすい道路・交通ネットワーク 　　⑹不安のない生活を支える社会保障制度

⑶効果的で調和のとれた土地利活用   　　⑺効率的で住民サービスに資する行財政基盤

⑷快適で暮らしやすい住環境

Ⅳ　基　本　目　標

　将来像を、人の心、まちの状態、暮らしの基礎、の３つの視点でとらえ、基本目標とします。

　お互いが認め合い、誰もが分

け隔てなく、心豊かにいきいき

と暮らせることが大切です。

　私たちは、健やかに暮らしな

がら、一人ひとりが誇りを持て

るよう、輝きとぬくもりのまち

をめざします。

　安らぎのある暮らしのために

は、確かな生活基盤が必要で

す。

　私たちは、身近な地域の課題

を共有し、お互いに役割を持ち

ながら、地域の暮らしが向上で

きるよう、安全と安心のまちを

めざします。

　優れた地域資源である自然環

境と共生しながら、この地域が

生き残っていかなければなりま

せん。

　私たちは、地域の可能性を信

じ、環境を核とした産業振興で

現状を切り拓き、地域経済に活

力を生み出すことができるよう、

元気とうるおいのまちをめざし

ます。

１　輝きとぬくもりのまち ２　元気とうるおいのまち ３　安全と安心のまち

Ⅲ　将　来　像

　私たちは、基本理念に示す “わ” による元気なまちをめざし、次の将来像を掲げます。

“わ”のまち　能　代
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輝きとぬくもりのまち

24年 25 26 27 28 29年

30

0

40

50

60

（単位：％）

現状

33.9

目標

50

24年 25 26 27 28 29年

10

0

20

30

40

（単位：％）

現状

16.7

目標

30

Ⅵ　政策推進に向けた重点指針

　実行段階において各政策を効果的に推し進めるため、分野を横断する重点指針を次のように掲げます。

　市民の活動意欲が具体的な動

きに結びつくよう努めるととも

に、多様な主体が連携して、実

行段階での効果を高め、市民の

活動を地域の力につなげます。

　将来の財政への影響に配慮し

ながら、課題を見極め、重点的・

計画的な事業の実施に努めると

ともに、事業の効果を見極めな

がら改善に努め、持続できる行

財政運営を進めます。

　伝えたい情報や必要な情報が

伝わるように、表現や手法を工

夫するとともに、情報を的確に

とらえ、有効に活用するなど、

情報を共有し、地域で活かしま

す。

１　市民活動 ２　情報共有 ３　行財政運営

○自治会や町内会などの活動が活発になり、地域の課題解
決や、地域資源を活かした身近なまちづくりにつながる
こと。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○自治会・町内会活動に積
極的に参加する

市民
○地域活動等の情報交換が
できるよう連携を図る

各種団体等

○企業も地域の一員として
地域の活動に参加する

事業者等
○自治会・町内会などの地
域活動を支援する

行政

自治会・町内会やボラン
ティア活動など市民活動
に参加することを心がけ
ている市民の割合

○体験学習などを通じて、親子や地域住民の交流が深まり、
人づくりや地域づくりにつながること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○生涯学習に対する意識を
若い世代にも広める

市民
○学習の成果を活かした活
動を企画・実施する

各種団体等

○空き店舗などを生涯学習
の場として積極的に提供
する

事業者等
○団体のリーダーを育成す
る講座や、修了者を講師
にした講座の実施や支援
をする

行政

知識や特技を地区活動や
行事で発揮することを心
がけている市民の割合

政策１ コミュニティで支え合う
　　　　特色ある地域づくり

政策２ 学び合い高め合って地域に
　　　　　　活かす生涯学習

輝きとぬくもりのまち No.1基本目標１

（計画期間：H25～29）後　期　基　本　計　画
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24年 25 26 27 28 29年

25

0

30

35

40

（単位：％）

現状

28.9

目標

39

24年 25 26 27 28 29年

75

0

80

85

90

（単位：％）

現状

80.6

目標

80

24年 25 26 27 28 29年

20

0

30

40

（単位：％）

現状

28.3

目標

35

24年 25 26 27 28 29年

50

0

60

70

（単位：％）

現状

52.6

目標

60

○地域や社会で子どもを守り育てる意識が浸透し、子育て
を支え合えること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○世代間の交流を図るとと
もに、交通安全等、子ど
もの見守りを行う

市民
○子ども会を育成する

各種団体等

○子育て中の母親等への支
援など、職場環境の改善
を図る

事業者等
○子育て支援センターやつ
どいの広場を通じて、育
児相談や親子間交流を進
める

行政

子育てを地域で支えあう
雰囲気があると思う市民
の割合

政策３ 地域で育み社会で支える
　　　　子育て・子ども支援

○学校が地域の活動の場として開かれ、地域と連携した教
育が進むこと。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○学校と地域の連携を図り、
活動や行事に積極的に参
加・協力する

市民
○学校と連携し、子どもの
見守り活動等を行う

各種団体等

○学校の活動や行事に協力
する

事業者等
○学校を積極的に活用し、
地域との交流を図る

行政

子どもが地区でのびのび
と育っていると思う市民
の割合

政策４ 次代を担う子どもの成長を
　　　　　　支える学校教育

○普段から健康を意識して生活し、生涯を通して健康でい
られること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○食生活改善、禁煙、運動
習慣など健康の自己管理
に努める

市民
○地域で健康づくりの意識
や正しい知識を広める

各種団体等

○職場における心の健康の
維持増進を図る

事業者等
○食生活改善の啓発や、健
康づくりに関する定期的
な情報提供に努める

行政

週３回以上運動・スポー
ツに親しんでいる人の割
合

○高齢者が培った知識と経験を生かして、社会的な役割を
持ち、生きがいや地域の活力につながること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○積極的に地域や社会と関
わりを持つ

市民
○気軽に集まれる場（サロ
ン等）を確保する

各種団体等

○高齢者の能力や技術を生
かした仕事や活動の場を
確保する

事業者等
○高齢者が生きがいを持っ
て活躍できる環境をつく
り、周知を行う

行政

高齢者人口に対する自立
高齢者率

政策５ 子どもも大人も
　　　　心と体の健康づくり

政策６ 地域で活躍する元気な高齢者

輝 き と ぬ く も り の ま ち輝 き と ぬ く も り の ま ち基本目標１
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24年 25 26 27 28 29年

10

0

15

20

25

（単位：％）

現状

14.4

目標

20

24年 25 26 27 28 29年

25

0

30

35

40

（単位：％）

現状

29.1

目標

34

24年 25 26 27 28 29年

5

0

10

15

20

（単位：％）

現状

9.6

目標

15

24年 25 26 27 28 29年

45

0

50

55

60

（単位：％）

現状

47.8

目標

60

○障がい者が個性や能力を生かして社会参加できること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○清掃活動などの地域活動
を通じて、積極的に地域
や社会と関わりを持つ

市民
○障がい者の就労支援の環
境づくりに取り組む

各種団体等

○障がい者が就労できる職
場づくりに取り組む

事業者等
○相談窓口のさらなる周知
を図るとともに、障がい
児を持つ親への講座等を
開く

行政

障がいを持つ人も社会参
加できる環境が整ってい
ると思う市民の割合

政策７ 地域で社会で
　　　　　自立する障がい者

○民俗芸能や民俗行事などを通じて、世代間交流が進み、
地域住民の結びつきが深まること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○地域の民俗芸能・行事に
参加・支援する

市民
○関係する団体同士が連携
を深め、民俗芸能などの
指導者と後継者の育成を
図り、活動の場を広げる

各種団体等

○文化・芸術の発表に広告
掲載などで協賛する

事業者等
○文化・芸術活動を支援す
る

行政

地区の祭りや七夕・民俗
芸能などへ参加を心がけ
ている市民の割合

○性別や国籍などにかかわらず、一人ひとりの個性や能力
を発揮できること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○性別や国籍にとらわれず、
一人ひとりを認め合う意
識を高める

市民
○日本語の指導者の育成や
学習会などを通じて、市
民に異文化の理解を広め
る

各種団体等

○職場と家庭のバランスが
とれる働き方ができる職
場づくりに取り組む

事業者等
○複数の言語ややさしい日
本語による表示を検討す
る

行政

一人ひとりの個性や能力
を発揮できる地域になっ
ていると思う市民の割合

○スポーツを気軽に楽しめ、健康づくりや体力づくり、仲
間づくりができること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○スポーツに親しむことを
心がける

市民
○市民の力を活用し、初心
者でも参加しやすいスポ
ーツクラブの育成や事業
の開催などを行う

各種団体等

○スポーツイベントに対す
る協賛などの支援を行う

事業者等
○バスケの街づくりの市民
活動を支援する

行政

スポーツに親しんでいる
市民（週一回以上）の割
合

政策８ ふるさとの誇りを
　　　　受け継ぐ文化・芸術

政策10 認め合い支え合う社会づくり政策９ だれもが気軽に
　　　　　楽しめるスポーツ

輝 き と ぬ く も り の ま ち輝 き と ぬ く も り の ま ち No.2
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24年 25 26 27 28 29年

30

0

40

50

60

（単位：％）
現状

30.1

目標

55

24年 25 26 27 28 29年

80

0

85

90

95

（単位：％）

現状

83.2

目標

90

24年 25 26 27 28 29年

5

0

10

15

20

（単位：件）

現状
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○地域資源の利活用により、産業の創出や関連企業の立地
につながること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○地域資源を利活用したも
のを使う

市民
○地域資源の利活用に関す
るコーディネーターを育
成する

各種団体等

○再生可能エネルギー産業
の創出を推進する

事業者等
○地域資源を利活用したも
のの開発や販売に支援す
る

行政

地域の資源を活用した商
品や製品を利用すること
を心がけている市民の割
合

○地元産の農産物や加工品の市場評価が高まり、産地とし
て確立すること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○地元産の農産物を積極的
に購入する

市民
○適地作物の研究を行う

各種団体等

○農商工連携による６次産
業化を進める

事業者等
○販路拡大等のためトップ
セールスを積極的に行う

行政

地元産の農産物は安全で
おいしいと思う市民の割
合

○地域と企業の連携により、雇用創出などの効果を発揮で
きること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○地域資源を活用した加工
品の開発、農産物の商品
化を行う

市民
○起業セミナーを開催する
など、起業を支援する

各種団体等

○外部資金を活用し、地場
産品との連携を図る

事業者等
○融資などの支援制度を周
知する

行政

新設・増設企業数（リサ
イクル関連企業数を含
む）

政策１ 環境を核とした
　　　　　活力ある産業創出

政策３ 力強くて持続する農業

○秋田スギの良さを伝え、木のまちとして、街なかに木の
ぬくもりを感じられること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○外装など見えるところに
木を使う

市民
○製品化や商品化に結びつ
く木材の研究を行う

各種団体等

○木の良さに親しめるよう
な商品の開発・販売を行
う

事業者等
○木のまちづくりのための
支援を行う

行政

木のぬくもりや木のまち
としての雰囲気があると
思う市民の割合

政策４ 山・川を生かす
　　林業・木材産業・水産業

政策２ 雇用を産み出す企業立地

元 気 と う る お い の ま ち元 気 と う る お い の ま ち基本目標２
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○身近な環境や自然、エネルギーに関する理解が深まり、
地域ぐるみの環境活動につながること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○自然エネルギーの理解を
深め、環境活動に参加す
る

市民
○自然環境の美化・保全活
動や巡回指導を行う

各種団体等

○社会貢献の一環として環
境保全の活動を積極的に
展開する

事業者等
○自然観察会等の機会も活
用し、環境問題に対する
教育を充実する

行政

米代川やきみまち阪、風
の松原などの豊かな自然
は、他に誇れると思う市
民の割合

政策７ 自然と共生し地域で
　　　　　　支える環境保全

○普段の生活からごみの減量化や資源化が進むこと。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○ごみの減量化や資源化に
関して、子どもの頃から
教育する

市民
○マイバッグ運動を推進す
る

各種団体等

○リサイクル品の流通に努
める

事業者等
○ごみの減量化の効果と進
み具合を周知する

行政

１人１日あたりごみ排出
量（リサイクルできるも
のを除く）　

政策８ 資源を大切にし
　社会を持続できる衛生環境

○商店街に人が集まり、交流やにぎわいが生まれ、街に活
気があること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○地元商店街などのまち歩
きを心がける

市民
○集客イベントなど商店街
と連携して活気を生み出
す活動を行う

各種団体等

○起業を望む人に空き店舗
を貸し出す

事業者等
○商店街などの積極的な取
組に支援・協力する

行政

地元商店街や近所の商店
を利用することを心がけ
ている市民の割合

○豊かな自然や特色ある郷土料理など、地域資源の魅力に
より、来訪者の満足度が高まること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○地元の見どころや食の良
さを紹介できるようにな
る

市民
○地元の見どころや飲食店
などの情報を提供する

各種団体等

○体験観光メニューを開発
し、販売する

事業者等
○体験観光メニューや地元
の良さを活かした旅行商
品の開発を支援する

行政

豊かな自然や特色ある郷
土料理など、他に誇れる
観光資源があると思う市
民の割合

政策５ まちのにぎわいを
　　　　　　つくり出す商業

政策６ 豊かな自然と
　　　その恵みを活かす観光

元 気 と う る お い の ま ち元 気 と う る お い の ま ち
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○普段から消防や防災、防犯の意識を持ち、犯罪やトラブ
ルがなく、地域が安全で暮らしやすいこと。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○自治会・町内会の活動や
防災訓練に積極的に参加
する

市民
○行政機関等と連携して通
学路の点検・パトロール
を行う

各種団体等

○地域と連携し災害時に救
助物資などの物的支援や
人的支援を行う

事業者等
○災害時の周知方法を整備
し、緊急避難場所を指定・
周知するなど、常に新し
い情報を提供する

行政

災害などもしもの場合に
普段から備えることを心
がけている市民の割合

○それぞれの地域が持つ資源や特性、整備された生活基盤
が活用され、この地域に合った良好な都市形成が進むこ
と。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○地域の良さ（資源）に関
して学習する

市民
○地域の良さ（資源）に関
する専門知識を提供する

各種団体等

○地域資源を活かして集客
に結びつける

事業者等
○適正な土地利用を指導す
る

行政

中心市街地活性化重点区
域の空き店舗率

○除排雪などに地域住民やボランティアなどの協力態勢が
整っていて、季節を問わず安全に通行できること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○排雪場所の確保に協力す
る

市民
○高齢世帯への除雪ボラン
ティアなど、除排雪活動
に参加する

各種団体等

○所有する空き地などを排
雪場所として提供する

事業者等
○排雪場所の確保のため土
地所有者への協力依頼に
努める

行政

除排雪や清掃活動など、
近所や自治会・町内会な
どで協力しあう体制が整
っていると思う市民の割
合

政策１ 安全な暮らしを守る防災・
　　　　　　　　　防犯体制

政策３ 効果的で調和のとれた
　　　　　　　　土地利活用

○飲用水の確保や生活排水の処理などにより、衛生的で快
適な生活環境になること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○整備された都市基盤を有
効に使う

市民
○地元の公園などの清掃や
手入れを行う

各種団体等

○光通信地域を拡大する
事業者等

○水質や衛生面の向上を周
知し、上下水道の加入率
向上に努める

行政

飲用水の確保や生活排水
の処理など、衛生的な生
活環境は維持されている
と思う市民の割合

政策４ 快適で暮らしやすい住環境

政策２ 機能的で利用しやすい道路・
　　　　　交通ネットワーク

安 全 と 安 心 の ま ち安 全 と 安 心 の ま ち基本目標３
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○身近にかかりつけ医がいて、気軽に相談でき、必要なと
きに必要なサービスや高度な医療を受けられること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○かかりつけ医、かかりつ
け薬局を持つ

市民
○医療機関の利用について
患者の意識改革に努める

各種団体等

○ＡＥＤの設置を進める
事業者等

○地域医療体制の再構築に
協力する

行政

身近なかかりつけ薬局を
持っている市民の割合

○受益と負担の関係が公平であり、市税をはじめ収入を確
保できるなど、将来にわたって行財政運営を持続できる
こと。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○行財政の状況に関心を持
つ

市民
○市との協働を含め、地域
の課題解決に自主的に取
り組む

各種団体等

○指定管理者制度などで民
間のノウハウを提供する

事業者等
○市職員の意識や資質の向
上を図る

行政

市の財政状況などについ
て情報提供が行われてい
ると思う市民の割合

○介護などが必要になったときに、必要なサービスや援助
を受けられること。

基本構想でめざす姿や状態

めざす目標指標

○介護保険の制度を理解し、
適正に利用する

市民
○健康づくりの学習や取組
に努める

各種団体等

○要介護度に応じた適正な
介護サービスを提供する

事業者等
○介護保険制度を支える人
材を育成する

行政

認定者のうち、要介護２
～５の割合

政策５ 安心でき健康を保てる
　　　　　　　　　医療体制

政策７ 効率的で住民サービスに
　　　　　資する行財政基盤

政策６ 不安のない生活を支える
　　　　　　　社会保障制度

安 全 と 安 心 の ま ち安 全 と 安 心 の ま ち



能代市民憲章
わたしたちの能代市は、

北に世界自然遺産白神山地を望み、西に雄大な日本海と風の松原が広がり、
地域を潤す米代川、四季を彩るきみまち阪など、美しく豊かな自然に恵まれています。
わたしたちは、このすばらしい自然と歴史、文化の豊かなまちに住むことを誇りとし、
「わ」のまち能代の発展と、健康で幸せな暮らしをめざし、ここに市民憲章を定めます。

和 たがいを思いやり、たがいに助け合い、
人と人がつながるまちを創ります。
豊かな環境をいかし、
あすを開く元気なまちを創ります。
郷土の自然や伝統、文化を大切にし、
平和で安心して暮らせるまちを創ります。

環

輪

平成24年３月21日制定

市
の
花
・
木
・
鳥

黒松（くろまつ） 秋田杉（あきたすぎ）桜（さくら） 雉（きじ）

能代市総合計画は市役所第一庁舎行政情報コーナー・地域局市民フロア・各地域センター
富根出張所・市立図書館・二ツ井公民館でご覧いただけます。
また、ホームページでも公表しています。　　http://www.city.noshiro.akita.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　総合計画に関する問合せは　総合政策課☎89-2142

再生紙を使用しています。 環境にやさしい大豆油インキを使用しています。


